
明治新政府は, 多くの外国人を雇用し海外

の文化や技術の導入を進めた｡ 雇用された外

国人指導者は明治��年までに�����人いた｡
このうち英人医師ウイリアム・ウイリスは

明治初期, 鹿児島で病院を創設し多くの門下

生を育てた｡

明治初期, 鹿児島で西洋医学を普及させた

ウイリアム・ウイリスの足跡を追う｡

■ウイリアム・ウイリスと鹿児島
ウイリスの足跡を概観すると文久�年 (����
年)�月��日, 上海経由で長崎に来日した｡
当時ウイリスは��歳だった｡
来日�カ月前の文久�年�月, 京都で寺田屋
事件が起こり, 来日�カ月後の同年�月横浜で
生麦事件が起きた｡ この時期日本は激動の時

代に入っていた｡

生麦事件は, 生麦 (現在の横浜市鶴見区生

麦) を通っていた島津久光の行列に, イギリ

ス人が無礼な行動をおこなったとして薩摩藩

士が斬りつけたもので, この時ウイリスは負

傷したイギリス人の治療や検死をおこなった｡

ウイリスは, この事件で薩摩藩の存在を

知った｡

その後, 薩英戦争をはじめ大政奉還, 戊辰

の役など激動が続く日本で, 薩摩藩は常に中

心的な存在だった｡ ウイリスが西郷隆盛と接

触したのもこの時期で, 接触の具体的な様子

が史実として残されている｡

一方, この時期にウイリスが大久保利通と

接触した史実は見当たらない｡ 後年大久保利

通はウイリスが推進したイギリス医学よりド

イツ医学を採用することを決めた｡

日本の医療体制について西郷と大久保の間

に考え方の相違があったのは事実である｡ こ

れも後年�人が離反する遠因にもなった, と
思う｡

ウイリスはイギリス公使館の医官として来

日したが, 日本がイギリス医学からドイツ医

学に路線変更したため, 医官としての職を辞

しただけでなく, 英国公使館員の職も辞した｡

そして明治�年, ウイリスは西郷隆盛に招
聘され, 鹿児島に来た｡

西郷は戊辰の役でもウイリスが負傷者の救

護に当たっていたことを知っていた｡

ウイリスは鹿児島で医学校や病院を創設し

たが, 明治��年�月西南戦争が始まると同年�月, 鹿児島を離れた｡
私がかつて在籍していた���鹿児島テレビ
では昭和��年, ウイリアム・ウイリスの日本
人妻江夏八重子を紹介するドラマ 『江夏八重

子の生涯』 を制作した｡ この番組は当時の���プロデュサー小笠原 弦氏が企画したも

ので, 演出は���の演出家和田 勉氏が担当

した｡ また弊社 (鹿児島シティエフエム) で

は平成��年, ���の元社員徳永哲朗氏が江夏
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八重子のひ孫河内まりよさん (当時大阪在住)

にインタビューした 『ウイリアム・ウイリス

の生涯』 を放送した｡ この番組は徳永哲朗氏

が英文学者の中須賀哲朗氏の指導を得て制作

された｡

■検証 ウイリアム・ウイリス門下生
故佐藤八郎氏が 『鹿児島大学医学雑誌第��
巻』 に寄稿した論文によると, ウイリスの鹿

児島滞在中に鹿児島医学校や赤倉病院で学ん

だ門下生は���人にも及んだ, という｡
明治��年�月, ウイリスの門下生たちが鹿
児島の城山下 (現在の照国神社近く) にあっ

た医学校跡に頌徳記念碑を建立した｡

この記念碑は移転され, 現在鹿児島大学医

学部内にあり, 裏面に���人の門下生の名前
が刻印されている｡ しかし前号 (第��巻第�号) で紹介した坊津の漢方医, 尾辻謙哉の
名前はない｡

『坊津町郷土史』 には ｢尾辻謙哉はウイリ

アム・ウイリスの病院運営を手伝った｣ と記

述されている｡ なぜ尾辻謙哉の名前が刻印さ

れていないのだろうか｡ この理由は後述する｡

記念碑には要約すると以下の内容が記され

ている｡

｢ウイリアム・ウイリス 英国の医師 明治�年薩摩藩に招かれ, 医学校および赤倉
病院を創設した｡ 明治��年まで多くの医
学生を育て また診療に尽くした｡ これ

が鹿児島大学医学部の発祥である｡｣

薩摩藩が江戸時代に創設していた病院は,

浄光明寺跡 (現在の南洲墓地) にあったが,

ウイリスの鹿児島招聘とともに鹿児島市小川

町に移され, 赤倉病院と呼称された｡ 病院は

赤レンガの壁で造られていたためこの名前が

呼称された｡ 現在, 同地には赤倉病院跡の石

碑が建立されている｡

『鹿児島大学医学雑誌第��巻』 には元鹿児
島市立病院小児科部長の森 重孝氏が ｢ウイ

リアム・ウイリスの門下生たち｣ という論文

を寄せている｡

同論文によると鹿児島医学校は本科と別科

があり, 本科は�年間で原書 (英語) で講義

した｡ 別科は�年間で, 医家の子弟に実地研
修や調剤などを高木兼寛, 三田村忠国, 加賀

美光賢
けん

らが
●

指導していた, と記述している｡

｢らが
●

｣ と表記してあるため高木, 三田村,

加賀美のほかに尾辻謙哉もいた可能性がある｡

さらに, ウイリス頌徳記念碑の裏面に刻印

されている���人の名前は, 記念碑の建立に
際しての寄付者名簿であるとしている｡ (傍

線は筆者)

森氏の論文にはウイリス門下生の集合写真

(明治�年�月撮影) とウイリス頌徳記念碑の
除幕式の写真が掲載されている｡ これらの写

真は極めて貴重な写真で, それぞれの写真に

はウイリスをはじめ被写体の人物名が表示し

てある｡

森氏はこの写真をどのようにして入手した

のか, この論文で示してしていないが, 同氏
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の著作 『薩摩医人群像』 で明らかにした｡

それによると, 写真は鹿児島市加治屋町の

永田産婦人科医院 (院長永田利之宅) に所蔵

してあった, と記述している｡

それでは, 永田利之氏はどのようにしてこ

の写真を入手したのだろうか｡

その手掛かりとなる要因がふたつ推察さ

れる｡

ひとつは永田利之氏の先祖がウイリスの門

下生であり, この写真を所有していた可能性｡

もうひとつはウイリスの孫の河内まり代さん

(ウイリスの息子アルバートの娘) が近年ま

で大阪に住んでいたので, 河内さんから入手

した可能性が推察される｡

なぜ尾辻謙哉の名前が頌徳記念碑などに刻

印されていないのだろうか｡

銅像建立に際して寄付をしなかったのだろ

うか｡

筆者は長くこの事を疑問に思っていたが,

『薩摩医人群像』 にそれを解決する記述を見

つけた｡

『薩摩医人群像』 の���頁の記述を同書か
ら原文のまま紹介する｡

(傍線と名前の前の記号は筆者)

ウイリスの頌徳碑が建立されたのは明治��
年夏であったので, 門下生のうちにはすでに

故人となった者が多かった｡ それらのうちで,

主だった人々をあげると, ◎石神良策, ▽鈴

木元春, ◎三田村敏行, ◎坂本常彦, ◎渡辺

昌斎, ◎上村剛三, ▽森山怨助, ◎重信伝蔵,

〇武井順介, 〇斜木武三, ▽石踊才之丞,

〇宇都宮慎吾, 〇鹿島甚左衛門, ▽伊牟田泰

順, ▽西原清定, ◎足立慎吾, ▽山下弘平,

▽有馬意運, ▽鈴木重明, ▽佐川退蔵, 〇坂

本勇輔, ▽山本淳輔, ▽尾辻謙斎, ▽野添研

道, ▽郡山良助, ◎新宮摂蔵, ◎鮫島峻斎,

〇斜木鑑盛, ▽本田杏清, 〇石神雄弘がいた｡

(名前の前の◎印は後述のウイリス文書に

姓名一致で記載, 〇印は姓だけ一致で記載,

▽印はウイリス文書に記載されていない)

つまり, 頌徳碑が建立された時, 尾辻謙哉

は既に故人だった｡

しかし, 尾辻謙哉はウイリスの門下生だっ

たことが森 重孝氏の著作でも断定された｡

森 重孝氏は, 明治初期の薩摩の医療事情

について次のように解説している｡

原文のまま再録する｡

～前略～

薩摩藩では明治元年��月�日に医学院を建
て, そこで洋方医学と漢方医学の双方を教
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えた｡ 洋方医学では外科に重きをおき, 漢

方医にも外科を習得するようにすすめて

いた｡

明治�年�月, 漢方を教えるところを ｢医院｣
といい, 西洋医学を教えるところを ｢西洋

医院｣ と呼ぶことにしたが, その年の�月
には医院 (漢方医) は廃止された｡ そして

｢西洋医院 (西洋医学)｣ は明治�年��月に
浄光明寺跡に移された｡

～後略～

(『薩摩医人群像』 ���頁参照)
傍線で示すように漢方医の医院は明治�年�月に廃止された｡
しかし明治�年�月に ｢漢方医院｣ という名
前で復活し, 藩主島津忠義に仕える侍医たち

が ｢漢方医院｣ を管理運営した｡

明治�年の廃藩置県までに全国の���藩のな
かで藩校に医学校を設けていたのは��藩, 藩
校以外に医学館や医学院を設置していたのは

薩摩藩など��藩で, 鹿児島医学院もその一つ
だった｡ その後, 医学院は医学校と呼称を変

えた｡

■ウイリアム・ウイリスを研究した医師
たち
イギリス公使館の医師だったウイリアム・

ウイリスについては元鹿児島大学医学部長の

故佐藤八郎氏が 『ウイリアム・ウイリス略伝』

『日本医史学会雑誌 (第��巻�号)』 『鹿児島大
学医学雑誌 (第��巻)』 などで詳細な研究が
報告されている｡

昭和��年, 眼科医の鮫島近二氏は著作 『明
治維新と英医ウイリス』 を上梓し, ウイリス

研究の先陣を切ったが, その後故佐藤八郎氏

やアーネスト・サトウの研究家, 萩原延寿氏

などがウイリスの研究を始めた｡ また英文学

者の中須賀哲朗氏も 『英国公使館員の維新戦

争見聞記』 や 『ある英人医師の幕末維新』 を

上梓し, 従来のウイリス研究を補強している｡

『ある英人医師の幕末維新』 は元駐日英国

大使のヒュー・コータッツイ氏が昭和��年に
書いた英語本の 『ウイリアム・ウイリス・イ

ン・ジャパン』 を日本語に翻訳したもので,

ヒュー・コータッツイ氏は平成�年, ウイリ
ス没後���年を記念して鹿児島大学を訪れ講
演した｡ 講演で同氏は明治初期の漢方医と蘭

医の確執について言及している｡

講演を一部抜粋して再録する｡(傍線は筆者)

～前略～

ウイリスが医学校兼大病院長に就任した�日後に, 明治政府の医学取調御用掛に,
長崎で学んだ蘭方医の相良知安, 岩佐 純

というものが任命されました｡ 当然のこと

ながら, 彼らはオランダ医学の原点である

ドイツ医学の導入を計画したのです｡ 周囲

を蘭方医や漢方医に囲まれてウイリスは円

満にことを運ぶことができなかったよう

です｡

～中略～

ウイリスが浄光明寺跡で医学教育を始めて�カ月後 (注◯明治�年�月頃か), いったん廃
止されていた漢方の医学院が藩主 (島津忠

義) の侍医たちによって復活されています｡

城内 (鶴丸城内) は漢方一色になったと,

ウイリスを嘆かせました｡ 彼は漢方医たち

の敵愾心
てきがいしん

に満ちた抵抗に遭遇したようです｡

～後略～

■寄贈されたウイリスの手紙
平成��年�月, 鹿児島県立歴史資料センター
黎明館にウイリアム・ウイリス文書が寄贈さ

れた｡ 寄贈されたウイリス文書は約���点を
数える｡

これらの文書はウイリスが文久元年(����)
から明治��年 (����) までの間に, 鹿児島な
どから英国に住む家族や島津藩主らに出した
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手紙類である｡

歴史家の萩原延寿氏はこれらの手紙類を英

国に住むウイリスの親族から入手し, 寄贈し

た｡ 萩原氏はアーネスト・サトウの日本滞在

記を翻訳した著書 『遠い崖』 を上梓したが,

この本の執筆作業時にウイリスの手紙類の存

在を知った｡

黎明館はこの手紙の翻訳を�年の歳月をか
けておこない, 平成��年��月に 『幕末維新を
駆け抜けた英国人医師～蘇るウイリアム・ウ

イリス文書～』 として出版した｡ 一冊������
円の高価な書籍である｡���頁に及ぶこの本には幕末から明治��年
の西南戦争まで, 鹿児島で起きた出来事や鹿

児島医学校の運営に関する報告書などが赤裸々

に記録されている｡

黎明館の学芸員の内倉昭文氏は, この書籍

に登場する人物を探索し, 日本人名と外国人

名に分けて整理した｡ 整理された人物名は���人に及んでいる｡
内倉氏が整理した報告書は 『黎明館調査研

究報告第��集』 に, 人物名一覧表が��音順で
掲載されている｡

ここに登場する日本人名は前述の 『薩摩医

人群像』 で森重孝氏が紹介した日本人医師と

全員は一致していない｡ 一方, 内倉氏は翻訳

したウイリス文書は ｢完全にすべての文書を

掲載しているわけではない｣ と記述している｡

しかし多くの医人が鹿児島で西洋医学を学

んだ事実は,ウイリス文書などでも確認できる｡

ウイリス門下生たちが鹿児島でイギリス医

学を学び, 鹿児島大学医学部がイギリス医学

発祥の地に発展した｡ これに対して長崎大学

医学部はオランダ医学の発祥の地として発展

した｡

幕末から明治初期にかけてイギリスとオラ

ンダの二つの国の医学が九州で発祥し, それ

ぞれの大学の医学部に発展した｡

九州は近代医学の発祥の地といえる｡
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